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the Assizes of Romania”, Byzantion, 17, 1944/1945, pp. 304-314 ; Jacoby, La féodalité en Grèce médiévale : Les
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その後の 1195年，イサキオス 2世に対して弟のアレクシオス 3世がクーデターを起こ
して皇帝位に就いた。ヴェネツィアと友好的関係にあったイサキオス 2世とは異なり，ア
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（10）　Jacoby, “Social”, p. 192.
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（14）　Nicol, Despotate, p. 6.
（15）　Jervis-White-Jervis, Corfú, pp. 104-106.
（16）　Nicol, Despotate, p. 13.
（17）　Nicol, Despotate, p. 13 f.
（18）　Codice. 1, no. XC. ガース・シナールは，コルフの他にダーダネルス海峡周辺域（ただし，サモス
島やキオス（ヒオス）島は除く）も監督下に置いていた。Actes, no. 82.
（19）　Codice, 1, no. CV.
























（21）　Zakythinos, D., Le despotat grec de Morée （1262-1460）, 1, Paris, 1932, p. 48.
（22）　Nicol, Despotate, p. 12.
（23）　Actes, no. 59.
（24）　Actes, no. 59. なお，1293年 6月 13日付けのタラスコンでシャルル 2世によって発給された同文書
では，自身の捕縛中に代理人として活動した長男のシャルル・マルテル・ダンジュー（カルロ・マ
ルテッロ・ダンジョ）に対して，コルフ長官としての職務遂行を順当にこなしたジョルダーノの息








（29）　Housley, Later, p. 240.














このようにして，コルフの防備を固めたシャルル 2世であったが，1293年 12月 14日，
アラゴン国王ハイメ 2世とラ・ジュンケラの地で和平を締結した。その内容は，前年 4月
4日に死去した教皇ニコラウス 4世の後任者の即位日から 1年と 1日の間における双方の
武力行使の停止であり，その範囲はコルフやケファロニアを含むアカイア侯領，アテネ公















（37）　Actes, no. 75, 75bis, 76.















































































国王法官サントーレに受領されてから 1ヶ月も経たない 1294年 5月 18日，「クーリア













（43）　Chronikon, v. 2985-3007, 4576-4594.
（44）　Actes, no. 83.
（45）　Actes, no. 90. なお，ここでは使節団の中にゲオルギオス・コルウォスの名は見られないが，その
理由は不明である。
89アンジュー家支配下のラテン・ギリシアに関する一考察















































での職務に就いてから約二ヶ月後の 8月 13日にはシャルル 2世の宮廷に戻っているが（54），
少なくとも 1299年 10月 19日までは，彼はクーリアのスタッフとしてコルフの管理に関
与していた痕跡を残している（55）。
もう一人のピエール・ド・リルが史料上で初めて現れるのは，1289年 10月 3日のこと









（53）　Actes, no. 41, 43.





12月 22日にはネグロポンテ（エヴィア）公国に派遣され（58），1291年 6月 1日にはシャル
ル 2世の息子のターラント公フィリップと，エピロス専制公ニケフォロス 1世の娘タマル・
アンゲリナ・コムネナとの間の婚姻に関する交渉のために東方に派遣された（59）。同年 9月
18日，翌年の 1月 20日と 12月 17日にもアカイア侯国に派遣され，また 1294年 7月 9日
には，サンタ・セヴェリーナ大司教ロゲリウスとともに，アテネ公国に派遣された（60）。こ
















ジョヴァンニ・デ・ガリポリがかつて 1289年 9月 26日にアカイア侯国に派遣されたこ










（65）　Actes, no. 214-217. なお，ギヨームは 1300年 1月 9日までには死去した。Actes, no. 229.
（66）　Actes, no. 7, 8, 9, 55.
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ヌスの訴えから判明する（67）。

























ができる。Actes, no. 191, 192.
（68）　Actes, no. 167.
（69）　総代理人ポンザール・デュルネの活動の痕跡は，1295年 7月 1日に始まり，1296年 3月 12日に































に任命された。Setton, Catalan Domination of Athens, 1311-1388, Cambridge/Massachusetts, 1948, pp. 140-
143.
（76）　Actes, no. 69, 89.
（77）　Actes, no. 97.
































































（88）　Actes, no. 137, 138.
（89）　Actes, no. 139.
（90）　Actes, no. 188.




クーリアは，約 4ヶ月後の 1298年 11月 27日，「総親任官（commissarius generale）」とし
てエメリー・ド・ポワッシーを現地に派遣して，フィリップの役人たちによる不当行為を





うとした（asserentis terram seu bona ipsa valere）」ギヨームは，騎士ジャン・ド・ラニーに
年 400uaの金銭を要求した上で，その領地を没収していたのであった（97）。そしてその 5日
後には，ギヨームは同様のことを騎士アンソー・ド・ブリュイエールにも行っていたこと




























































宗主 領主 ロマニア総代理人（bajulus） コルフ総長官・長官 その他















理人兼長官 : 12 6 7 . 
3.20.～1279.4.）
ユーグ・ショードラ

























































ン ク ー ル・ デ ィ・
フ ォ ー ス レ ト ル
（1292.5.12.～1294.6. 
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Actes ; Codice ; Nouvelles ; Livre ; Chronikon ; Libroより作成
